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葉山町役場　〒240－0192　葉山町堀内2135　☎046－876－1111（代）　 046－876－1717（代）

新桜山隧道　開通式

近代美術館 葉山　からのお知らせ
新しい神話がはじまる。 古賀春江の全
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世帯 男 女 計
木古庭 671 781 830 1,611
上山口 869 985 1,078 2,063
下山口 1,180 1,393 1,476 2,869
一　色 3,831 4,375 4,904 9,279
堀　内 3,782 4,224 4,732 8,956
長　柄 3,690 4,176 4,649 8,825
合　計 14,023 15,934 17,669 33,603

再生紙を使用しています

世帯と人口

9月の気温

ホームページ

トーク・イン・ハヤマ

（平成22年10月 1 日現在）

最高気温　　34.8度（ 9月 4日）
最低気温　　13.6度（ 9月25日）
平均気温　　24.4度
平均湿度　　81.5％
月雨量　　 296.5ｍｍ
瞬間最大風速
南南東　　　18.9ｍ／ｓ（ 9月 8日）
（消防気象月報より）

http://www.town.hayama.lg.jp/

町からのお知らせや話題などをお届けする
行政情報番組　湘南ビーチＦＭ（78.9MHz）
毎週月・水・金曜日　10時15分～10時30分（15分間）

前月比　世帯　30世帯増　人口36人増（住民基本台帳から） 広報  11月号 
平成22年（2010年）11月 1 日発行

編集発行：企画調整課
葉山町役場

〒240－0192　神奈川県三浦郡葉山町堀内2135
☎046－876－1111（代）

会期　11月23日（火祝）まで
休館日　月曜日（祝日は開館）、祝日の翌日
開館時間　 9時30分～17時（入場は16時30分まで）
観 覧料　一般1100円、20歳未満と学生950円、65歳以上550円、
高校生100円　中学生以下、障害者手帳所持者は無料。

　古賀春江（1895－1933）は、本名は亀雄（よしお）といい、
福岡県久留米市の寺院の長男と
して生まれました。17歳で画家
を志して上京し、キュビスムや
シュルレアリスムなど、同時代
のヨーロッパ美術に学び、二科
会を主舞台として大正から昭和
の初めにかけて活躍しました。
モダニズムが隆盛した時代、38
歳という若さでこの世を去った
画家は、そう長くはない画業の
なかで、「カメレオンの変貌（へんぼう）」といわれるほど、
画風をさまざまに展開させました。そこには、つねに新し
いものを追いかけ、変化を求めつつも一貫して変わらない
独自の世界観がありました。
　また、古賀は文学にも傾倒し、絵画作品の解題詩をはじ
めとしてさまざまな詩を残しています。絵画と詩が古賀の
なかで、どのような関係にあったのか。今回の展覧会では
彼の詩にも注目し、画家であり、詩人であった古賀春江の
生涯と芸術を紹介します。
■講演会
　11月 6 日（土）13時30分～15時30分

　「古賀春江の超現実主義絵画」
講師　速水豊（兵庫県立美術館学芸員）
定員　先着70人（要申込み）、無料。
　 住所、氏名、電話・ファックス、メールアドレスをご記入し、
ファックス（875－2968）かメール（public@moma.pref.
kanagawa.jp）で申込み。
■ 11月 3 日（水祝）は葉山館無料招待日。葉山館の展覧会を
誰でも無料で観覧できます。

【県立機関活用講座】
　今回のテーマは日本近代史と「戦争」です。近代日本の歴
史は「戦争」の影の下にありました。そうした時代の中で、人々
はどのような心情を抱き、どのようなかたちにその記憶を刻
んだのでしょうか。今私たちはそこから何を学ぶことができ
るのでしょうか。「戦争」に対峙（たいじ）したひとびとの「こ
ころ」と「かたち」を、歴史、美術、文学、思想、大衆文化、
国際関係などさまざまな視点から、気鋭の学者、研究者たち
が論じます。（第 1回～第 3回は終了しました。）
第 4回　 11月21日（日）「上海と東京̶中日の美術の架け橋」

呉孟晋（京都国立博物館研究員）
第 5回　 12月12日（日）「反戦の文学、映画は本当に存在する

のか」ロジャー・パルバース（東京工業大学教授）
時間　各回13時30分～15時30分　　受講料　各回1000円
定員　各回70人（要申込み、抽せん）
　 受講希望の回、住所、氏名、電話・ファックス、メールアドレス
を記入し、ファックス（875－2574）、メール（public@
moma.pref.kanagawa.jp）、往復はがきのいずれかで申込み。
問合せ　近代美術館 葉山　一色2208－ 1 　☎875－2800
　 875－2968

古賀春江《蝸牛のいる田舎》1928年
油彩、カンヴァス　郡山市立美術館蔵

　 9 月23日（木祝）に新桜山トンネルの開通式が催
されました。桜山トンネルは、通勤や通学など町民
にとって欠かせず、交通量も大変多くなっていまし
た。しかし、その一方道路の幅が非常に狭く、バス、
トラックなどの大型車や、自転車、歩行者にとっては、
大変通りづらいものとなっていましたが、新桜山ト
ンネルの開通で通行しやすくなりました。

▼テープカットの様子

▲ 南郷中学校ブラスバンド
部による演奏


